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あらまし：本研究では，大学公開講座において基礎科目修了後に，次の応用科目への事前準備を支援する

道具としてデジタルバッジを導入し，その効果を検証することとした．応用科目の事後アンケートで，基

礎科目で獲得したデジタルバッジの有用性について評価を求めたところ，応用講座の事前準備に役立った

という肯定的な評価が得られた．さらに，回答の理由について自由記述を求めた結果では，デジタルバッ

ジに紐付けられた成果物が学びの振り返りに役立ったことや講師からのフィードバックが応用科目の事

前課題へ取り組むのに役立ったとのコメントがあり，デジタルバッジの有用性が示唆された．	
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1. はじめに 
社会人を対象として教育実践においては，学習に

費やした時間や履修したという事実ではなく,学習
目標の習得度で学習者の成長を評価し,学習成果の
活用を支援することが重要である．しかしながら,
現状では,要求される学習時間は規定されながらも,
その時間内で何をやったのか,そしてその結果とし
て何ができるようになったのか,何を習得したのか
については問われておらず(1)，学習成果を教育プロ

グラム修了後に受講者が活用しやすい環境が構築で

きていない実態がある． 
筆者らは，こうした課題を解決するために，教育

プログラム修了の証として，学習成果物や合格基準，

成果物に対する講師からのフィードバックや他の受

講者からのコメントといった情報が付与されたデジ

タルバッジを開発した(2)．このデジタルバッジは，

受講者自身が既に修了したプログラムの成果を振り

返り，プログラム修了後に新たな学びや職務の指針

としてもらうことを狙っていた．一方で，このよう

な情報と紐付けられたデジタルバッジが，受講者の

プログラム修了後の学びに対し，どのような有用性

があるのかを検証することが課題として残っていた． 
プログラム修了後の学びの一つに，後続する応用

科目を受講することが考えられる．そこで，本研究

では，熊本大学公開講座インストラクショナルデザ

イン（以下，ID）を対象として，基礎科目修了後に，

次の応用科目への事前準備にどうのように役立てら

れたのか，その効果を検証することとした．	

	

2. 方法 
2.1 熊本大学 ID 公開講座カリキュラム 
	 熊本大学 ID公開講座(3)は，教育に従事する多様な

社会人が．基礎的な ID スキルを習得し，自身の教
育事例に役立てることを目的としている．カリキュ

ラムは入門編と応用編の 2つの科目から構成される．
入門編では，IDの基礎的な用語を習得し，講師が提
示する事例の改善策に対する改善策を検討する．応

用編では，入門編で習得した知識をベースとして，

受講者が従事する教育事例の改善アイデアを提示す

ることを目標としている．いずれの科目も，事前事

後の e ラーニングと受講者同士のワークや講師との
質疑を中心とした対面ワークショップから構成され

ている．また，全ての課題の合格基準を満たした受

講者には，それぞれの科目でデジタルバッジが発行

された． 
2.2 収集したデータ 
	 対象としたのは，2016 年度に実施した ID 公開講
座であった．入門編で受講者が獲得したデジタルバ

ッジが応用科目の事前準備に役立ったのかを検証す

るために，応用編の対面ワークショップの事後アン

ケートで，デジタルバッジの有用度について 4段階
で回答を求めた．さらに，回答には自由記述で回答

の理由を記述することを求めた． 
	 アンケートの有効回答者は，昨年度以前に公開講

座の入門編を修了し，応用編に参加した者や未回答

者等の 15名を除く，76名であった． 
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3. 結果 
3.1 デジタルバッジの有用度の評価結果 
応用編の事後アンケートで，入門編で取得したデ

ジタルバッジが、応用科目の学習に役立ったか回答

を求めた結果を表 1に示す． 
 

表１ 入門科目で取得したデジタルバッジの 

有用度評価（N=76） 
応用科目の学習にどの程度役

立ったか 

回答者数 

※カッコ内占有率 

とてもそう思う 18（24） 
そう思う 47（62） 
思わない 9（12） 

全く思わない 2（2） 
 

3.2 回答の理由（肯定派） 
肯定的な回答（とてもそう思う，そう思う）をし

た受講者の記述を分類した．表２に代表的なコメン

トを記す． 
 

表２ 肯定派の代表的なコメント  
※分類のカッコ内は，コメント件数 

分類 代表的なコメント 

振り返り(21) 入門編を再度振り返り、応用編の事前課

題をやるうえでの参考にできた / 入門
編から時間が経過していたため，バッジ

からのリンクは記憶を戻すのに役立った  
講師からのフ

ィードバック

（17） 

フィードバックがあり、自分自身の学び

に気づいてモチベーションが維持できた 
/ 別のモデルが必要だったとわかった．
だから応用編で伝える内容がよりクリア

になった 
意欲の喚起(5) 役立つというより自信になった．応用編

もできるようなワクワクした気持ちにな

った /自分がどの程度理解しているか分
かることと、モチベーションにつながる

ので 
他の受講者か

らの学び(3) 
他の方の意見や取り組みを見ながら学べ

るところが多かったから / 他の方の意
見を取り入れることができた 

 
3.3 回答の理由（否定派） 
否定的な回答（思わない，全く思わない）をした

受講者の記述を分類した．表３に代表的なコメント

を記す．  
 

表３ 否定派の代表的なコメント  
※分類のカッコ内は，コメント件数 

分類 代表的なコメント 

デジタルバッ

ジに対する理

解不足 (5) 

デジタルバッジの内容を理解していな

かった /  あまり使い方を理解してい
なかった 

必要性のなさ

(5) 
入門編での成果物を見なくても，応用

編の課題に取り組めた / それが目的で
はないので、なくても構わない 

 

4. 考察とまとめ 
本研究では，2つの科目から構成される ID公開講

座カリキュラムにデジタルバッジを導入し，入門編

修了後に，後続の応用の事前準備へどうのように役

立てられたのか効果した．応用編の事後アンケート

を分析した結果，デジタルバッジの有用度について

80%以上の受講者が「とてもそう思う」「そう思う」

と回答した．	そのため，科目間の学びを支援する道

具としてデジタルバッジは受講者に概ね肯定的に受

け止められたと考えられる．	

さらに，回答の理由について肯定派の意見を分類

したところ，「入門編から時間が経過していたため，

バッジからのリンクは記憶を戻すのに役立った」の

ように，学習成果が付与されたデジタルバッジによ

って入門編での学びの振り返りに役立てられたこと

や，「フィードバックがあり、自分自身の学びに気づ

いてモチベーションが維持できた」のように，バッ

ジに付与された講師からのフィードバックが受講者

のプログラム修了後の学びの指針となったことが確

認できた．また，学習意欲の喚起に言及したコメン

トでは，「役立つというより自信になった．応用編も

できるようなワクワクした気持ちになった」のよう

に，成果物とリンクされたデジタルバッジが，単な

る外発的な動機づけを刺激する道具ではなく，受講

者の自信ややりがいを換気するということも示唆さ

れた．以上のことから，学習成果物や合格基準，成

果物に対する講師からのフィードバック付与された

デジタルバッジが，プログラムでの学びの振り返り

を促し，プログラム修了後の学びの指針となる可能

性が示唆された． 
一方で，デジタルバッジの教育実践への導入につ

いての課題点も明らかとなった．デジタルバッジの

活用方法に対する理解不足については，活用方法の

説明と受講者がデジタルバッジを実際に活用するタ

イミングに時間差があったため，活用方法の理解度

にバラつきが出たのではないかと思われる．デジタ

ルバッジ取得時に，活用方法を説明する等の方策を

検討したい．また，デジタルバッジの必要性を感じ

てもらえなかったという課題については，そのメリ

ットを受講者へ伝えるために，これまでの受講者の

デジタルバッジに対するコメントを紹介し，どのよ

うに役立つかを例示する等の改善策を検討したい．		
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